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［目的］精子不動化抗体 （SI−Ab ）保有不妊婦人は

不妊症 であ る事以外 は全 く健 康で あ る こ とか ら ，

人工 的 に こ の SI−Ab の み を誘起 で き る 抗原 が 精製

で きれ ば非常に安全な避妊 ワ ク チ ン と成 りうる 。

本研究 で は我々 がす で に 樹立 した 不妊患者由来 の

ヒ ト型 モ ノ ク ロ ーナ ル SI−Ab （H6 −3C4） に対す る

抗イ デ ィ オ タ イ プ抗体 （α id）が，代用抗原と して

避妊 ワ ク チ ン に 応 用可能か否かを分析する目的で

まず α idの作製並びに そ の特異性分析を行な っ た

の で 報告す る。 ［方法］精製 H6 −3C4 抗体 ［lgM

（λ）］を ア ジ ュ バ ン トと共に Balb／c マ ウ ス に免疫

しα idを作製 した 。 得 られ た 抗血清は ヒ ト γ
一

globulin 結合 セ フ ァ v 一
ス カ ラ ム に て吸収 した後 ，

そ の特異性を ELISA 及び精子不動化試験に て 分析

した 。 ［成績］吸収 α id血清は 免疫 に用 い た モ ノ ク

ロ ーナ ル 抗体MabH ＆3C4及 びMabH6 −3C4 と同じ

特異性を持 ちなが ら IgG 、 に遺伝子工学的手法 で

class 　switch した抗 体En46A4 に の み反応 し，特

異性 の 異な る ヒ ト型 MabH9 ．1C2 ［IgM （λ）コや

プー
ル した ヒ トIgM 及 び フ

“一
ル した ヒ トrgG 、に は

反応 しなか っ た 。 さ らに ， こ の α id血 清は精子不

動化試験に お い て MabH6 −3C4 及 び En46A4 の 不

動 化活性は 中和するが ，他の 精子 不動 化モ ノ ク

ロ ーナ ル 抗体 （IC4，2C6 ，2E5 ，　 IAII ，1G12 ，

YTH −3
，
　 S−1） の そ れは い ずれ も中和 し な か っ た

。

［結論 ］MabH6 −3C4 に 対 す る α id血 清 中 に は

MabH6 −3C4 の Variable　region に対す る特異性の

高 い α id抗体が含まれ て い る事 を示 して おり，こ

の α id抗体を用い れば抗抗 id抗体 （Ab3 ）すなわ

ち不動化抗体を誘起す る代用抗原 と して ワ クチ ン

に 応用 で きると考 え られ る。

　［目的］不妊症 の発症に 関与す る精子不動化抗体

の 対応抗原 を検索 ・解析す る た め に
， 遺伝子組 み換

え技術を用 い て
，

ヒ ト型精子 不動 化 モ ノ クロ
ー

ナ

ル 抗体 （SI−Mab ）を大量に か っ 安定的に産生する

細胞株の 作製を試み た 。 匚方法］1）SI−Mab を コ ー

ドするcDNA の 単離 ：SI−Mab を産生する形質転換

細胞株 の ひ とつ En46 よ りmRNA を抽出し，そ れ

を鋳型 に cDNA を合成，フ ァ
ージ ベ ク タ

ーλ gt　11

に組み込み cDNA ラ イ ブ ラ リーを作成 した。 ヒ ト

Igの JH 及 び C λを プ ロ
ーブ に し て cDNA ラ イ ブ ラ

リ
ー

を ス ク リ
ー

ニ ン グ し，En46 が産生 す る ヒ ト

SI−Mab の H 鎖及び L鎖を コ ードする cDNA を単離

した 。 2）導 入遺伝子 の 作成 ：単離 した L 鎖とH 鎖

の cDNA を それ ぞ れ大量発現型 プ ラ ス ミ ドベ ク

タ
ーBCMGS −Neo とBCMGS −Hyg に挿入 した 。 3）

形質転換 細胞株 の 作成 ： 作成 した 導入遺伝子 を Ig

非産 生 性 マ ウ ス ミ エ ロ
ー

マ 細 胞 X63 ．　 Ag8 に

transfection する 。 選択培地 に て形質転換細胞株

を選別 す る 。 ［成績］ ヒ トSI−Mab を コ
ー

ドす る 遺

伝子 と して約 1．5kbの H 鎖 cDNA と約 600bの L 鎖

cDNA の 単離 に 成功 した
。 現在 こ れを遺伝子組み

換え技術を用 い て大量 発現型 ベ ク ターに組み込み，

形質転換細胞株を作製中で あ る 。 ［結論］ ヒ ト・マ

ウ ス ヘ テ ロ ハ イ ブ リ ドーマ は多くの 場合その 安定

性と産 生効率に問題が あ り，長期間か つ 大量 に ヒ

トモ ノ ク ロ
ー

ナ ル 抗体を得る こ とはきわ め て困難

で あ る 。 その 点を克服す る た め に 遺伝子組 み換え

技術を用い て SI−Mab を大量に か つ 安定的に産生

す る細胞株の 作製を試みた 。
こ の 方法 は各種モ ノ

ク ロ
ーナ ル 抗体を大量 か つ 安定的 に 産生 す る細胞

株の 作製に そ の ま ま応用可能 で ，対応抗原の検索

等 に 大変有用 で あ る と 考 え ら れ る 。
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